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令和 3（2021）年 12月 17日（金曜）、市と議会は共同で「草津市気候非常事態宣言」を行い、ゼロカーボ

ンシティを表明しました。これは、地球温暖化による気候変動に対する危機意識を市民のみなさんと共有す

ることで、市をあげて脱炭素社会の実現に向けた行動目標を示すためのものです。 

 未来は、私たち一人ひとりの、これからの自発的な行動に委ねられています。今一度、気候変動による危機

に対して自分に何ができるのかを考え、行動するとともに、共に協力し合いながら、ゼロカーボンシティを目

指していきましょう。                                       草津市 環境経済部 

草津市気候非常事態宣言 宣言文（全文） 

～ 2050カーボンニュートラルへの決意 ～ 

 

 近年、世界各地で、地球温暖化の影響による異常気象が相次いでいます。2015 年に採択された「パリ

協定」では、産業革命前からの気温上昇を、2℃未満とすることを目指し、1.5℃までに抑える努力を続け

ていくとしています。日本は、この目標を踏まえ、2020年 10月に、「2050年までに、温室効果ガスの排出

を全体としてゼロにするカーボンニュートラル」を目標に掲げました。 

 草津市には、市民、事業者、団体等と市役所の協働により、地域の地球温暖化対策を進めてきた歴史

があります。2007 年には、「愛する地球のために約束する草津市条例」を制定して、みなさんと市長が地

球のために約束する協定を結ぶことで、協力し合って地球温暖化を防ぐとともに、その後、気候変動に適

応するための仕組を作りました。また、2009 年には、私たちがそれぞれの枠組を超えた協力体制のもと、

地域ぐるみで地球温暖化対策を進めるための組織として、「草津市地球冷やしたい推進協議会」を設立し

て、様々な取組を行ってきました。 

 気候変動による危機が迫るなか、今一度、私たち一人ひとりが脱炭素社会づくりに向けて自らの役割を

確認し、より積極的な行動に移す時が来ています。そこで、草津市は、SDGsの理念を踏まえ、それぞれの

役割の中で取組をさらに進めるとともに、共に協力し合うことで、2050 年カーボンニュートラルの実現を目

指して、ここに草津市気候非常事態を宣言します。 

 令和 3（2021）年 12月 17日 

                            草津市長 橋川 渉    草津市議会議長 伊吹 達郎 

 

ゼロカーボンシティとは 

2050年に CO2（二酸化炭素）を実質ゼロ（カーボンニュートラル）に目指すことを表明をした地方自治体な

どを指します。                                      （環境省ホームページより） 
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環境経済部の寺田です。ご承知のとおり、国はカーボンニュートラルを目指すということで

宣言をしております。本市におきましても昨年１２月１７日に市と議会が共同して草津市気候

非常事態宣言を行いゼロカーボンシティを目指す表明をさせていただきました。 

 講演というのは、ちょっとおこがましいので、非常事態宣言に至るまでの、これまで当市が

啓発用に編集した環境の取り組み等の動画がありますので、先ず、それを見ていただいた後で、お話、ご

意見をお聞きしたいと思います。 

 
 

 

  

草津市が地球温暖化対策に本格的に取

り組むようになったきっかけは、2005年 2

月に発効された京都議定書でした。 

京都議定書目標達成計画の中の、市町

村に期待する事項として、啓発を重点に

地域の実情に応じた取組をすることが掲

げられました。 

 

2007 年は、草津市にとって、地球温暖化

対策の大きな転換点となりました。 

地球の危機的な状況を知り、理解し、行

動を促すため、「地球温暖化防止フェア 

in びわこ・くさつ」という大規模なイベント

を、烏丸半島で開催しました。 

子どもたちが、「南極の氷」を触ったり、 

昭和基地の隊員とテレビ電話による交信

をしたりすることを通して、危機的な地球              

温暖化の現状を知る機会となりました。 

会場には、イオンモール株式会社様のほか、今回の地球冷やしたい

推進フェアに御出展や御協力をいただいている、滋賀県地球温暖化防

止活動推進センター様、大阪ガス株式会社様、関西電力、現在の関西

電力送配電株式会社様、草津市「小」エネルギー推進市民フォーラム

様、滋賀グリーン購入、現在の滋賀グリーン活動ネットワーク様、ダイキン工業

株式会社様にも、啓発ブースを設けていただきました。 

 

これまでの経緯 
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そして、このフェアと並行してすすめたのが、                   の制定でした。 

 

 

この条例の特徴は、制定した時点で、今日の世

界の目標である SDGs につながる、持続可能な

共生の重要性について前文で触れていること、 

 

未来を担う子どもたちへも語りかけるため 

① ルビをふったこと、 

② 市民、事業者、団体、市役所

の役割を明確にしたこと 

があげられます。 

 

 

 

地球温暖化防止に向けた市民運動 

そして、草津市では、市民や事業者のみなさんと一緒に、自主的な取組を進めることで草の根的に運動

が地域に広がることを最終目標としてきました。 

その象徴となりますのが、この「草津市地球冷やしたい」

ロゴマークです。 

地球とエコの「e（イー）」をモチーフにし、温暖化の地球が

汗をふきつつ、うちわで涼をとる姿をあらわしており、地球

温暖化防止市民運動への参加を呼びかけるものです 

 

 

地域ぐるみで地球温暖化対策を進めるための仕組みづくり 

2009 年には が設立されました。 

この協議会は、市民、企業、町内会などが、それぞれ

の枠組みを超えた協力体制のもと、地域ぐるみで地球

温暖化防止の取組を進めるための組織です。 
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さらに、この地球温暖化対策市民運動を構築するための具体的な計画として、 

「草津市地球冷やしたいプロジェクト」を策定しました。 

計画は概ね４年ごとに見直し、今年度から第４次計画の取組をはじめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   計画の目的 
       温室効果ガス排出削減および吸収促進に向けた設備や気候変動の影響に備える取組を行う各主体（市民、事業

者、団体、市）が一丸となって脱炭素社会への転換を図るための行動指針として、まずは脱炭素社会の実現に向け、

地域の特性を踏まえた地球温暖化対策を総合的かつ計画的に推進することを目的とします。 

   計画の期間 
         2021(令和３)年度から２０２４（令和６）年度までの４年間とします。菅内閣総理大臣所信表明で温室効果ガスの排

出を２０５０年までに実質ゼロにする表明を受け、国では地球温暖化対策の推進に関する法律の改正や地球温暖化

対策の見直しが予定されており、また、県でも「“しが CO２ネットゼロ”ムーブメント」キックオフ宣言が行われており、

国や県と整合を図るため、計画の期間中であっても必要に応じて見直しを行います。 

   計画の目標 
         温室効果ガス（CO2）の削減において、国の中長期的な削減目標および滋賀県の削減目標の達成に寄与すること

を目標とし、草津市独自の施策を推進することで、脱炭素社会への転換を図ります、 
 

市民や事業者のみなさんと一緒になって取り組む 

先に述べた条例に基づく取組の１つとして、2008 年には、みなさんと私（市長）とが地球のために約束

する協定、すなわち、「愛する地球のために約束する協定」を結ぶことで、協力し合って地球温暖化防止と

気候変動対策への取組を市域に広げる事業を開始しました。 
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条例に基づく もう１つの取組 

条例に基づくもう１つの取組は、同じく 2008 年に開始し

た表彰事業で、「草津市地球温暖化防止大賞」、現在の

「くさつエコスタイルコンテスト」です。 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

⇒2021年度からは 

エコ新聞を募集 

 こども部門では 

多くの力作がそろいました。 

         

 

その他にも                                   事業があります。 
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具体的には、環境学習教材の貸出や講師の派遣、 

町内会などでの講習会の開催、 

体験を通じて楽しく地球温暖化問題について考えるイベントの開催などを行って

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、草津市は、 

新たな一歩を踏み出しました。 

それが、 

「草津市気候非常事態宣言」です。 

宣言では、これまで述べてきました 

取組を振り返りつつ、 

脱炭素社会づくりに向けて 

“今一度、各々が何をすべきかを 

考えるきっかけにしてほしい” 

との思いを込めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

新たな １歩 
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宣言は、脱炭素社会づくり向けた通過点に過ぎません。 

未来は、私たち一人ひとりのこれからの自発的な行動に委ねられています。 

 

 

 

 

 

 

 

御清聴ありがとうございました。 

 

 

寺田  見ていただきましたように、草津市は、今回の宣言をする前から温暖

化防止の取り組みをしてきました。2030 年に５０％削減という国、県の

目標を、本市もそれに向かって進むべく宣言をさせていただきました。 

      これを達成するには、市民の行動が大事になってきますので、市 

    としては行動の変容を促していけるように取り組みを進めていきたいと 

考えております。 

     具体的な施策については、次年度から「ゼロカーボンシティ元年」と位置づけて頑張って

いきたいと思いますので、必要なご意見をいただきたいと思っています。 

宜しくお願いします。 

 

 

 

国・地方脱炭素実現会議（第３回）で『地域脱炭素ロードマップ』が決定！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今一度、自らの役割を確認し 

取組をさらに進め 共に協力し合いながら 

 

2050年カーボンニュートラルの実現を 

一緒に目指していきましょう 

 

2021年 7月 9日 

 

草津市地球冷やしたいプロジェクトに基づく施策をより積極的に展開します。 
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深田  今の話で興味があったのは、ゴーヤカーテンの普及ということで草津市から苗をいただき

ました。それを自分の家の軒下に植えて、地球温暖化防止・電力の削減に協力させてもらえ

たと思います。２年目からは苗をいただけなかったので、ゴーヤの種を自分で採って作って

います。自分の楽しみとしていますが、最近 SDGｓという言葉をよく耳にします。 

小学校６年生の孫から「おじいちゃん これも SDGｓの一環やな！」という声をもらって喜

んでいます。国民だけでなく世界の人々が少しでもこのような活動をされたら温暖化防止

に役立つと思い、体験談を申しました。 

寺田   ありがとうございます。こちらの方から感謝申し上げるべきお話として聞かせていただき

ました。今、言われたように、一人ひとりが小さなことでもやって頂けることが大きなうねり

となって気候の状況を改善する取り組みに繋がっていくと思いますし、市もこのような活動

をサポートしていきたいと思いますし、情報発信を含めて宜しくお願いします。 

 

鈴木   この映像の主旨が、そもそも一般市民に向けたものであるというのが 

あると思うんですが、あげられていた事例が、家庭部門に偏っている印象 

を受けます。草津市は、結構、製造業や立命館大学がありますが、このあ 

たりの産業部門や業務部門の削減は大事なパーセントを占めていると思 

われます。 

そのあたりの取り組みは、どのようにすすめようとされていますか？ 

寺田   今、ご指摘のあったように CO2の排出量という点では、製造部門がかなりおおきなウエ

イトを占めています。これは、日本の経済活動に直結することになりますので、草津市だ

けの呼びかけで、なかなか進むものではございませんが、機会があれば企業などにこの

取り組みについてお聞きするなり、お願いをしていきたいと思います。市内には、パナソニ

ックやダイキンがございますが、このような大手の企業となりますと、工場単位というよりも

会社全体の取り組みを進められることになりますので、草津市からの直接の働きかけだ

けで方向性が変わるというということはないと思いますが、国や県から大きな方向性を示

し、企業からそれにそった方向が出てくると考えています。 

 

藤井 このことに関連しますが、頂いた資料の７ページ（本編では１６ページ以降）に書かれて 

いる 2030年までに CO2の 50％削減の目標で、各部門の縮減策をみると、家庭部門に期待

されているところが大きいように思われますが、ここにみんなの意識が変われば CO2の削減

に効いてくるという見通しをお持ちになっているのでしょうか？ 

寺田  先ほど申し上げたとおり、CO2 の削減効果は産業・業務部門のウエイトが大きいのです

が、市が働きかけをできるところは、末端の自治体が担うところとして、家庭部門の市民活

動をうねりとして削減の方向にもっていくことを大きな役割に占められていると考えておりま

す。産業・業務・運輸というところが国あるいは世界全体の取り組むべき方向で CO2 削減の

目標に向かうと思うので、市（地方自治体）としては、市民に直結しているというポジションを

活かして、家庭部門に重きをおいた啓発を行っていくことが、CO2 の削減に寄与すると考え

ています。 

意見交換 
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藤井  そうすると、市民全体が深田さんのような気持ちになっていただくことが、大事ということ

ですね。 

寺田  家庭では環境や生活様式の違いがありますので、思うような結果を残せるような見通し

は、なかなかと難しいところがありますが、深田さんの話にあったように SDGｓが小学生の年

代で話に入れておられるということは、教育も大きなウエイトを占められていると考えられま

す。環境経済部だけでなく全市的な分野は重要で、学校の教育の中でも語られ、議論され

ていくことが家庭にまで反映されていくと思います。市全体の総合力として臨むべきというこ

とで、今回、特に、市議会が賛同していただいていることで、（宣言文は）市民に対し「市の執

行部だけで行うものではなく市民全体で取り組まなければならない」ということを市議会は、

うねりを大きくしていかなければならないという強いメッセージ性を持ったものと考えています。 

藤井  なるほど、地球のことを考えて、SDGｓのことも考えて行動するっていうの 

は「そんなのあたりまえだよ！」という社会を目指してやっていく。そういう感じ 

ですね。 

寺田  そうですね。そういうことを実践されているのが、先ほどお話をいただいた

深田さんのご家庭に思います。そういうご家庭が１軒でも増えるように市とし

ては汗をかきたいと思います。 

 

 

大坪  今の話を踏まえた感想となります。確かに教育部門は重要に思います。 

僕らの時代の環境教育では、SDGｓという意識はあまりなかったし、しっかりと 

実感している人は少ないと思っていましたが、深田さんのお孫さんのような次 

の世代の人が大人になったとき、「みんな自発的に動ける社会になっていくの 

かなぁ」と思い、すごく感心していました。いいお話をありがとうございました。 

藤井   そうか・・・・びっくりするという感覚ですね。深田さんのお孫さんは、何歳でしたか？ 

深田   今度、中学校にいくんです。外孫なんですが、結構シビアです。SDGｓについて小学校

で、勉強しているんですね。そして例えば、家の中で「無駄な電気は消しなさい、そうする 

ことで、環境に貢献していける」と言われまして・・・。 

息子も電気関係の仕事に就いていることもあり、「無駄なことは省け！」と一生懸命になって

言うんです。私ら年寄は、「こんなことぐらい多少はエエやろう」という感覚をもっているのです

が、今のこどもは、おじいちゃんであっても、無駄なことは注意しますね。私は「うるさいなぁ」

という感じをもちますが、これ（言うことに従うこと）も一つの協力体制と思っています。 

藤井  素晴らしいですね。驚いたといいますか、僕らの世代も意識を変えないと 

いけないなぁと思いました。みなさんは、こういったことに出会ったり、自分で実現しようと思っ

たことがありますか？ 

飯島  深田さんのお孫さんに感心するばかりです。自分では、家で結構節約して 

いるほうですが、逆に、親は電気をつけておいたほうが楽にすごせる。つけたり 

消したりするほうがお金がかさばる（電力消費が大きい）という。その時代の反 

映かも知れませんが、なかなか伝わりづらいところがある。このように日々の暮らしのなか

で、意見が分れることもあるので、客観的に判断できる方法があれば、協力しやすいと思い

ました。 
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藤井  寺田さん、どうですか？そういうのは、あったりするのですかね？ 

寺田  人の行動によって、CO2がどれくらい削減するかは、なかなか計算するのが難しいので 

すが、国のほうで、それぞれの指標を示し、CO2の家計簿のようなもの『うちエコ診断』があ

りますので、今、言われた「電気を消す」効果はどれほどか？というようなことを感覚的に示 

せるものはあります。そのようなものを使って人の行動が CO2の削減にどのような効果があ

るのかを体験していただくことを情報発信していこうとしています。 

国は、電気も再生エネルギー由来の電気の割合を上げていこうとしていますし、メーカーも

省エネタイプの商品を開発していくという流れがありますので、皆さんが商品を買い替える場

合には、そういう視点で選んでいただく、また、建物を建てるときは太陽光発電としていただく

など、SDGｓやゼロカーボンを心の中に思い浮かべていただけるようなきっかけと市として発

信していきたいと思います。 

藤井 身近なところで、すぐに、やれるようなもの、実践できそうなもののメニューみたいなものが

あればいいのかなぁ。今のように、直接、CO2の削減に効くのかどうかが判らないとしても、

SDGｓや環境を思い浮かべながら行動していくようになれば、ほかのことにもつながっていっ

て、例えば、「電気をつけっぱなしにすることはやめよう」と行動した人は、ほかのことにも行

動するといった、何か、とっかかりとして、「こういったことをすればどうか」というようなメニュ

ーがあると行動しやすいように思いました。 

 

福井  1点お伺いします。今、良いお話をお聞きしています。我々（市民）として、少しずつ意識

は出てきているのですが、みんな同じレベルで持ち合わせているのかといえば、地球温暖化

は、その時は思うけれど日ごろの行動は全くゼロに近い状況にあると思うのです。だから、

草津市民の人たちが、そのもの（CO2の削減）を意識してとりくんでいくための PR し,浸透さ

せていくかということが草津市の課題に思います。 

    一部の方は、深くご存じだけれど、大半の人間は頭のどこかにあったとしても無意識に行

動していますというのが現実のように思われますので、草津市全員にＣＯ２削減の教育ある

いは協力を求めていかなければならないと思います。今後、このことを想定した場合、どの

ような取り組みをされていかれますか？ 

寺田  今、福井さんが言っていただいたことは、本当に課題であります。おっしゃるように、市全

体で行動を起こしていただく必要がありますし、市としましても、このような動画を作っただけ

で満足することなく行動を起こしてもらうことが必要と思っています。市全体で行動を起こす、

啓発や普及は、どの事業でも課題であると思っています。ただ、地球温暖化に関しましては、

テレビ等でも全国的に報じられていますので、市民の方の関心度は高いと思います。 

しかし、草津市としてどうしていくのかという点はきちっと示していかなければならないの

でいろんな媒体や手法を通じて、また、地域のまちづくり協議会や町内会を通していろんな

情報を共有しながら、地域の方のお力をお借りして情報発信を行っていきたいと思っていま

す。これは、待ったなしのことですので、市民の方の危機感をあおるというとおかしいですが

意識を持っていただいて取り組んで行く必要があるのかなぁ・・と思っています。 

先ほどの深田さんのお孫さんが成人する時の基本となるものは、今の私たち大人の行動

は次の世代が大人になったときの基本に大きく作用します。今、学習されている深い知識の

ある方は、その先の世代に引き継がれていくと考えると、今、わたしたち大人が頑張るところ 
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であると考えます。 

福井  ありがとうございました 

 

深田   それと、以前にプランターをもらってリサイクル品を利用させていただいてゴーヤを作っ

ていました。私はありがたく思っていました。 

寺田   市としても、以前はプラスチックの再生利用としてプランターを作って市民の方に配付を

していました。 最近は、国の制度も変わってきて、その流れによって処理をしていますの

で、今は、やっていませんが、ゴミはきちっと分けて利用すれば、それが資源に変わりま

す。環境経済部はゴミの問題も所管しております。 

 草津市は他府県から比べると分別に厳しいというお話をいただきますが、単に分けたゴミにし

ているのではなく資源にするためで、これは、家をでる時が第１歩と考えておりますので、ご理解い

ただき分別活動に協力いただくよう働きかけをしていきたいと考えています。 

 

藤井 このあたりで、草津市気候非常事態宣言のディスカッションを修了したいと思います。 

寺田部長、ありがとうございました。 

 


